褥瘡対策委員会　議事録

開催日　　平成１９年　　11月　７日　（水）　　　　　　　　　　　　開催回数　第　7　回

時　間　　１５：3０～　１６：３０

場　所　　南山苑　陽だまりホール
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議事録

１．連絡事項

· 委員会の開催は毎月定時で実施していますので、きちんと欠席する場合は、事前に連絡

お願いします。また、急の場合も委員長に一言声かけて下さい。

委員会も業務のひとつなのでできるだけ参加を、参加できないときは議事録をきちんと

確認お願いします。

２．委員会の書類と管理について

＜病院＞

1 褥瘡関係書類の書式について

診療計画書については、1週間に1度立案という法律上の決まりはないため、今後、立案、評価の部分をどのようにしていけばいいのか検討していく。

予防診療計画書は一度書式をメールで送信しているが、みんなより、1度のみの方はどうするんだろう？という意見もあり、検討していく。

パソコン管理としては、書類の紛失があるため、パソコンできちんと保存し、紛失がないようにしていく。

＜南山苑＞

・褥瘡ケア計画書の書式について

　11月より看護と介護ペアにてケア計画書作成していく。年明けより、受け持ちもいれてケア計画を作成していけるように委員が作成方法を覚える。

2階・・・井上由紀と新田裕佳・古里瑞希・福士亜希子

3階・・・杉澤八重子と坂口淳子

· 南山苑での指針について

まだ、委員と話し合いが出来ていない為、今年度中にはきちんと作成していきたい。次回の委員会にて話し合う予定

＜入所者様ケア検討＞

南山苑（3階フロア）

· 小野寺　かよ様→8月上旬発生以後、創部の大きな悪化はみられていないが、改善はない。日中、トイレ誘導だが、夜間はオムツを使用。アズノール塗布し、ラップにて保護している。尿遺の訴え頻回で、パットへの失禁もみられる。食事摂取量はとくに問題なし。

今後の対応：①排泄パターンの見直し

②腫の観察。増強時は下肢挙上する

③処置の継続（アズノール塗布しラップにて保護する）

　　　　　　④臥床時は自力体位変換の実施

※フロア内にて話し合っていく予定

※次回　12月5日です。参加して意見を出しましょう

。










